
JP 6238526 B2 2017.11.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の動作モードを有する電子装置であって、
　外部のアダプタからＤＣ電源が入力される入力部と、
　前記入力されるＤＣ電源を蓄える電池部と、
　第１動作モード時に前記電池部の電源又は前記入力部から入力される電源を用いて駆動
し、第２動作モード時に前記電池部及び前記入力部から入力される電源を同時に用いて駆
動する第１制御部と、
　前記電池部の状態に応じて、前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制
限する電源制御部と、を備え、
　前記電源制御部は、
　前記電子装置の動作モードに応じて、前記入力部を介して入力される電源が選択的に前
記第１制御部に提供されるようにし、
　前記電子装置の動作モード及び前記電池部の充電状態に応じて、前記入力部を介して入
力される電源を通じて前記電池部が充電されるようにする、
　ことを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記電源制御部は、
　前記電池部の充電状態を検知し、該検知された充電状態が予め設定された容量以下であ
る場合、前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制限することを特徴とす
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る請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記電池部は、前記電子装置と分離自在であり、
　前記電源制御部は、
　前記電池部の装着有無を検知し、前記電池部が前記電子装置に装着されていない場合、
前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制限することを特徴とする請求項
１に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記入力部を介して入力される電源の電流を検知し、該検知された電流が予め設定され
た電流以上である場合、前記第１制御部が前記第１動作モードの電力消費より低い電力を
消費する第３動作モードで作動するようにする比較回路部を更に含むことを特徴とする請
求項１に記載の電子装置。
【請求項５】
　前記比較回路部は、
　前記入力部を介して入力される電源の電流値に対応する電圧値を生成する第１電圧生成
部と、
　前記予め設定された電流に対応する予め設定された基準電圧値を生成する第２電圧生成
部と、
　前記第１電圧生成部及び前記第２電圧生成部の各々の出力電圧を比較し、該比較結果を
前記第１制御部に提供する比較器と、を含むことを特徴とする請求項４に記載の電子装置
。
【請求項６】
　前記電源制御部は、
　前記アダプタの定格電力の情報を取得し、該取得された情報に対応する予め設定された
基準電圧値を生成するように前記第２電圧生成部を制御することを特徴とする請求項５に
記載の電子装置。
【請求項７】
　前記電子装置が第３動作モードに切り替わると、前記電子装置が第３動作モードで作動
することを表示するユーザインターフェース部を更に含むことを特徴とする請求項１に記
載の電子装置。
【請求項８】
　前記電子装置が第２動作モードに切り替わり、第２動作モードへの動作が予め設定され
た時間以上維持されると、警告メッセージを表示するユーザインターフェース部を更に含
むことを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項９】
　前記電池部の状態及び前記入力部の状態に対する情報を、前記第１制御部に提供する第
２制御部を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項１０】
　前記第１動作モードは、
　前記第１制御部が予め設定された第１熱設計電力（Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｄｅｓｉｇｎ　Ｐ
ｏｗｅｒ）で作動するモードであり、
　前記第２動作モードは、
　前記電池部の電源及び前記入力部から入力される電源を同時に用いて、前記第１制御部
が前記第１熱設計電力より高い第２熱設計電力で作動するモードであることを特徴とする
請求項１に記載の電子装置。
【請求項１１】
　複数の動作モードを有する電子装置の駆動制御方法であって、
　制御部が予め設定された第１熱設計電力で作動する第１動作モードで駆動するステップ
と、
　前記電子装置の動作負荷に応じて外部のアダプタから提供されるＤＣ電源及び電池部の
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電源を用いて、前記第１熱設計電力より高い第２熱設計電力で作動する第２動作モードに
切り替えるステップと、を有し、
　前記第２動作モードに切り替えるステップは、
　前記電池部の状態に応じて、前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることが制
限され、
　前記電子装置の動作モードに応じて、前記ＤＣ電源及び前記電池部の電源が前記制御部
に選択的に提供され、
　前記電子装置の動作モード及び前記電池部の充電状態に応じて、前記ＤＣ電源を通じて
前記電池部が充電されるようにする、
　ことを特徴とする駆動制御方法。
 
 
【請求項１２】
　前記第２動作モードに切り替えるステップは、
　前記電池部の充電状態を検知し、該検知された充電状態が予め設定された容量以下であ
る場合、前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制限することを特徴とす
る請求項１１に記載の駆動制御方法。
【請求項１３】
　前記電池部は、前記電子装置と分離自在であり、
　前記第２動作モードに切り替えるステップは、
　前記電池部の装着有無を検知し、前記電池部が前記電子装置に装着されていない場合、
前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制限することを特徴とする請求項
１１に記載の駆動制御方法。
【請求項１４】
　前記入力部を介して入力される電源の電流を検知するステップと、
　前記検知された電流が予め設定された電流以上である場合、前記制御部が前記第１動作
モードの電力消費より低い電力を消費する第３動作モードに切り替えるステップと、を更
に含むことを特徴とする請求項１１に記載の駆動制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置及びその駆動制御方法に関し、より詳細には、電池部の状態及び負
荷条件に応じて安定的に電源を供給することができる電子装置及びその駆動制御方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ノートパソコンは、携帯が便利で、ユーザが持ち歩けるノートサイズのパソコンのこと
をいう。最近のノートパソコンは、システム負荷が瞬時に増加する場合に、システムにバ
ッテリとアダプタとが同時に電力を供給するハイブリッド電力システムを導入している。
【０００３】
　しかし、ハイブリッド電力システムによる動作時に、バッテリがノートパソコンに装着
されていなかったり、装着された充電容量が極めて低かったりする場合には、アダプタに
高い負荷がそのままかかり、アダプタが損傷してしまうケースが存在する。
【０００４】
　具体的に、従来のハイブリッド電力システムを有するノートパソコンは、アダプタから
入力される電源に対する遅いレイテンシ（ｌａｔｅｎｃｙ）があるため、アダプタがＯＣ
Ｐ（過電圧保護）レベルにまで達することでアダプタ電圧が落ち、それによってシステム
が異常シャットダウン（ｓｈｏｔ　ｄｏｗｎ）してデータを損失したり、アダプタの定格
電力を超過したりすることが生じるという問題があった。このような問題点については、
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図８を参照して以下に説明する。
【０００５】
　図８は、従来のハイブリッド電力システムの問題点を説明するための波形図である。
【０００６】
　図８を参照すると、ノートパソコンがアダプタとバッテリの電源を同時に利用するハイ
ブリッド電力システム（即ち、ターボモード）に切り替える過程において、瞬時にアダプ
タからノードパソコンに流入する電流が急激に増加することが確認できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－０７２９６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上記従来の問題に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、電池部の
状態及び負荷条件に応じて安定的に電源を供給できる電子装置及びその駆動制御方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による複数の動作モードを有する電
子装置は、外部のアダプタからＤＣ電源が入力される入力部と、前記入力されるＤＣ電源
を蓄える電池部と、第１動作モード時に前記電池部の電源又は前記入力部から入力される
電源を用いて駆動し、第２動作モード時に前記電池部及び前記入力部から入力される電源
を同時に用いて駆動する第１制御部と、前記電池部の状態に応じて、前記電子装置が前記
第２動作モードに切り替わることを制限する電源制御部と、を備える。
【００１０】
　前記電源制御部は、前記電池部の充電状態を検知し、該検知された充電状態が予め設定
された容量以下である場合、前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制限
し得る。
　前記電池部は、前記電子装置と分離自在であり、前記電源制御部は、前記電池部の装着
有無を検知し、前記電池部が前記電子装置に装着されていない場合、前記電子装置が前記
第２動作モードに切り替わることを制限し得る。
　前記電源制御部は、前記電子装置の動作モードに応じて、前記入力部を介して入力され
る電源が選択的に前記第１制御部に提供されるようにし、前記電子装置の動作モード及び
前記電池部の充電状態に応じて、前記入力部を介して入力される電源を通じて前記電池部
が充電されるようにし得る。
　前記電子装置は、前記入力部を介して入力される電源の電流を検知し、該検知された電
流が予め設定された電流以上である場合、前記第１制御部が前記第１動作モードの電力消
費より低い電力を消費する第３動作モードで作動するようにする比較回路部を更に含むこ
とができる。
　この場合、前記比較回路部は、前記入力部を介して入力される電源の電流値に対応する
電圧値を生成する第１電圧生成部と、前記予め設定された電流に対応する予め設定された
基準電圧値を生成する第２電圧生成部と、前記第１電圧生成部及び前記第２電圧生成部の
各々の出力電圧を比較し、該比較結果を前記第１制御部に提供する比較器と、を含み得る
。
　この場合、前記電源制御部は、前記アダプタの定格電力の情報を取得し、該取得された
情報に対応する予め設定された基準電圧値を生成するように前記第２電圧生成部を制御し
得る。
　前記電子装置は、前記電子装置が第３動作モードに切り替わると、前記電子装置が第３
動作モードで作動することを表示するユーザインターフェース部を更に含むことができる
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。
　前記電子装置は、前記電子装置が第２動作モードに切り替わり、第２動作モードへの動
作が予め設定された時間以上維持されると、警告メッセージを表示するユーザインターフ
ェース部を更に含むこともできる。
　前記第１制御部は、中央処理装置（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ
）、グラフィック処理装置（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、及
びグラフィック処理装置が内蔵された中央処理装置のうちの少なくともいずれか一つであ
り得る。
　前記電子装置は、前記電池部の状態及び前記入力部の状態に対する情報を、前記第１制
御部に提供する第２制御部を更に含むことができる。
　この場合、前記第２制御部は、メインボードチップセット（Ｍａｉｎ　Ｂｏａｒｄ　Ｃ
ｈｉｐｓｅｔ）であり得る。
　前記第１動作モードは、前記第１制御部が予め設定された第１熱設計消費電力（Ｔｈｅ
ｒｍａｌ　Ｄｅｓｉｇｎ　Ｐｏｗｅｒ）で作動するモードであり、前記第２動作モードは
、前記電池部の電源及び前記入力部から入力される電源を同時に用いて、前記第１制御部
が前記第１熱設計消費電力より高い第２熱設計消費電力で作動するモードであり得る。
【００１１】
　上記目的を達成するためになされた本発明の一態様による複数の動作モードを有する電
子装置の駆動制御方法は、制御部が予め設定された第１熱設計消費電力で作動する第１動
作モードで駆動するステップと、前記電子装置の動作負荷に応じて外部のアダプタから提
供されるＤＣ電源及び電池部の電源を用いて、前記第１熱設計消費電力より高い第２熱設
計消費電力で作動する第２動作モードに切り替えるステップと、を有し、前記第２動作モ
ードに切り替えるステップは、前記電池部の状態に応じて、前記電子装置が前記第２動作
モードに切り替わることが制限される。
【００１２】
　前記第２動作モードに切り替えるステップは、前記電池部の充電状態を検知し、該検知
された充電状態が予め設定された容量以下である場合、前記電子装置が前記第２動作モー
ドに切り替わることを制限し得る。
　前記電池部は、前記電子装置と分離自在であり、前記第２動作モードに切り替えるステ
ップは、前記電池部の装着有無を検知し、前記電池部が前記電子装置に装着されていない
場合、前記電子装置が前記第２動作モードに切り替わることを制限し得る。
　前記駆動制御方法は、前記入力部を介して入力される電源の電流を検知するステップと
、前記検知された電流が予め設定された電流以上である場合、前記制御部が前記第１動作
モードの電力消費より低い電力を消費する第３動作モードに切り替えるステップと、を更
に含むことができる。
　前記駆動制御方法は、前記アダプタの定格電力の情報を取得するステップを更に含むこ
とができ、前記予め設定された電流は前記取得された情報に対応する電流値であり得る。
　前記駆動制御方法は、前記電子装置が第３動作モードに切り替わると、前記電子装置が
第３動作モードで作動することを表示するステップを更に含むことができる。
　前記制御部は、中央処理装置（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、
グラフィック処理装置（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、及びグ
ラフィック処理装置が内蔵された中央処理装置のうちの少なくともいずれか一つであり得
る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の電子装置及びその駆動制御方法によれば、ハードウェアで具現される別途の比
較回路部を備えるため、１ｍＳ以内に瞬時に急変動するシステムの負荷変動に対応して迅
速にシステムの負荷を制限することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の一実施形態による電子装置の構成図である。
【図２】図１の電源部の具体的な構成を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による電子装置の回路図である。
【図４】本発明の一実施形態による電子装置の動作モードの例を示す図である。
【図５】第２動作モードにおける動作時の従来の出力電圧と本実施形態による電子装置の
出力電圧との波形図である。
【図６】本発明の一実施形態による電源供給方法を示すフローチャートである。
【図７】図６の電源供給方法を具体的に示すフローチャートである。
【図８】従来のハイブリッド電力システムの問題点を説明するための波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための形態の具体例を、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態による電子装置の構成図である。
【００１７】
　図１によると、電子装置１００は、通信インターフェース部１１０、保存部１２０、ユ
ーザインターフェース部１３０、制御部１４０、及び電源部２００で構成される。ここで
、電子装置とは、ハイブリッド電力システムを適用することが可能なノートパソコンやタ
ブレットパソコン等である。
【００１８】
　このような電子装置１００は、複数の動作モードを有する。ここで、複数の動作モード
は、予め設定された第１熱設計消費電力で作動する第１動作モード（又は、ノーマルモー
ド）及び第１熱設計消費電力より高い第２熱設計消費電力で作動する第２動作モード（又
は、ターボモード）を含む。第２動作モードは、第１熱設計消費電力より高い第２熱設計
消費電力で作動することから、電子装置１００はアダプタからの電源及びバッテリの電源
を同時に利用するハイブリッド電力システムによる電源の供給を受ける。
【００１９】
　通信インターフェース部１１０は、電子装置１００を外部装置に接続するために設けら
れ、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）及
びインターネット網を通じて外部装置に接続される形態だけでなく、無線通信（例えば、
ＧＳＭ（登録商標）、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＷｉＢＲＯ等の無線通信）方式によって接続さ
れ得る。
【００２０】
　保存部１２０は、電子装置１００の駆動のためのプログラムを保存する。具体的に、保
存部１２０は、電子装置１００の駆動時に必要な各種命令語の集合であるプログラムを保
存する。ここで、プログラムは、特定のサービスを提供するための応用プログラムだけで
なく、応用プログラムを駆動させるための運営（オペレーティング）プログラムを含む。
保存部１２０は、電子装置１００内の記憶媒体、及び外部記憶媒体、例えばＵＳＢメモリ
を含むリムーバブルディスク、ネットワークを通じたウェブサーバ（Ｗｅｂ　Ｓｅｒｖｅ
ｒ）等で具現される。
【００２１】
　ユーザインターフェース部１３０は、電子装置１００がサポートする各種機能をユーザ
が設定又は選択できる複数の機能キーを備え、電子装置１００が提供する各種情報を表示
する。ユーザインターフェース部１３０は、タッチパッド等のように、入力と出力とが同
時に提供される装置で具現され、マウス及びモニタの結合を通した装置でも具現可能であ
る。
【００２２】
　ユーザインターフェース部１３０は、電子装置１００の現在の動作モードに対する情報
を表示する。具体的に、ユーザインターフェース部１３０は、電子装置１００が第３動作
モードに切り替わる場合、電子装置１００が第３動作モードに切り替わることを表示する
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。そして、ユーザインターフェース部１３０は、電子装置１００が第２動作モードに切り
替わる場合、電子装置１００が第２動作モードに切り替わることを表示し、第２動作モー
ドへの動作時間を表示する。ここで、第３動作モードは、第１動作モードの電力消費より
低い電力を消費する動作モードである。
【００２３】
　ユーザインターフェース部１３０は、電源状態に対する情報を表示する。具体的に、ユ
ーザインターフェース部１３０は、アダプタの接続有無、電池部の装着有無、電池部の充
電状態等に対する電源状態情報をユーザに表示する。
【００２４】
　制御部１４０は、電子装置１００内の各構成に対する制御を行う。具体的に、制御部１
４０は、第１制御部１４１及び第２制御部１４３で具現される。ここで、制御部１４１は
、中央処理装置（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、グラフ
ィック処理装置（ＧＰＵ：Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、又は
グラフィック処理装置が内蔵された中央処理装置であり得、第２制御部１４３は、メイン
ボードチップセットであり得る。第１制御部１４１及び第２制御部１４３の具体的な構成
及び動作については、図３を参照して後述する。
【００２５】
　電源部２００は、電子装置１００に含まれる各構成に電源を供給する。電源部２００の
具体的な構成及び動作については、図２を参照して説明する。
【００２６】
　図２は、図１の電源部の具体的な構成を示す図である。
【００２７】
　図２を参照すると、電源部２００は、入力部２１０、電池部２２０、電源制御部２３０
、比較回路部２４０、第１出力部２５０、及び第２出力部２６０で構成される。
【００２８】
　入力部２１０には、外部のアダプタ１０からＤＣ電源が入力される。
【００２９】
　電池部２２０は、入力されるＤＣ電源を蓄える。具体的に、電池部２２０は、二次電池
を含み、入力部２１０を介して入力されるＤＣ電源を二次電池に充電する。ここで、二次
電池は、ニッケル電池、カドミウム電池、ニッケル－カドミウム電池等である。そして、
電池部２２０は、電子装置１００内の各構成に電源を供給する。
【００３０】
　電源制御部２３０は、電子装置の動作モード及び電池部の充電状態に応じて入力部２１
０を介して入力される電源を通じて電池部２２０が充電されるようにする。具体的に、電
源制御部２３０は、電子装置１００が第１動作モードで作動し（より詳細には、第２動作
モード以外の動作モードで作動する場合）、入力部２１０を介してＤＣ電源が入力される
と、入力部２１０を介して入力されるＤＣ電源を用いて電池部２２０が充電されるように
する。
【００３１】
　電源制御部２３０は、電子装置１００の動作モードが第２動作モードであるか、或いは
電池部２２０の充電状態がフル充電状態（又は、充電済み状態）である場合、入力部２１
０を介してＤＣ電源が入力される場合に、電池部２２０に充電が行われないようにする。
【００３２】
　電源制御部２３０は、電子装置１００の動作モードに応じて入力部２１０を介して入力
される電源が選択的に第１制御部１４１に提供されるようにする。具体的に、電源制御部
２３０は、電子装置１００が第２動作モードで作動する場合に、入力部２１０を介して入
力される電源と電池部２２０の電源が第１制御部１４１に同時に提供されるようにする。
即ち、電源制御部２３０は、第２動作モード時にハイブリッド電力システムとして、第１
制御部１４１に電源が供給されるように、電源部２００内の各構成を制御する。
【００３３】
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　電源制御部２３０は、電池部２２０の状態に応じて電子装置１００が第２動作モードに
切り替わることを制限する。具体的に、電源制御部２３０は、電池部２２０の充電状態及
び装着状態を検知し、検知された充電状態が予め設定された容量以下である場合や、電池
部２２０が電子装置１００に装着されていない場合、電子装置１００が第２動作モードに
切り替わることを制限する。本実施形態では、電源制御部２３０が、電子装置１００が第
２動作モードに切り替わることを防止するものとして説明したが、実施形態に応じて、こ
のような機能は後述する第１制御部１４１又は第２制御部１４３で行う形態で具現される
。
【００３４】
　電源制御部２３０は、入力部２１０を介して接続されたアダプタのＩＤ情報を受信する
ことができる。そして、電源制御部２３０は、取得したＩＤ情報に対応する基準電圧が生
成されるように、比較回路部２４０を制御する。
【００３５】
　比較回路部２４０は、入力部２１０を介して入力される電源が予め設定された電流値以
上である場合、電子装置１００が第３動作モードで作動するように、それに対する情報を
制御部１４０に提供する。具体的に、比較回路部２４０は、入力部を介して入力される電
源の電流を検知し、検知された電流が予め設定された電流以上である場合、第１制御部が
第３動作モードで作動するようにする。ここで、第３動作モードは、第１動作モードの電
力消費より低い電力を消費する動作モードである。比較回路部２４０の具体的な構成及び
動作については、図３を参照して後述する。
【００３６】
　第１出力部２５０は、電子装置１００内の各構成に電源を供給する。具体的に、第１出
力部２５０は、電子装置１００が第１動作モードで作動時に入力部２１０を介して入力さ
れる電源又は電池部２２０の電源を選択的に電子装置１００内の各構成に供給する。そし
て、第１出力部２５０は、電子装置１００が第２動作モードで作動時に入力部２１０を介
して入力される電源及び電池部２２０の電源を同時に制御部１４０に提供する。一方、本
実施形態では、一つの第１出力部２５０を介して電子装置１００内の各構成に電源が供給
されるものとして図示して説明しているが、複数の出力部を介して電子装置１００内の各
構成に電源を供給する形態でも具現可能である。
【００３７】
　第２出力部２６０は、電池部２２０の状態及び入力部２１０の状態に対する情報を制御
部１４０に提供する。
【００３８】
　第２出力部２６０は、入力部２１０を介して入力される電流が予め設定された電流値以
上である場合、第３動作モードに切り替わるべきであることを報知する情報を制御部１４
０に、より詳細には第１制御部１４１に提供する。本実施形態では、第２出力部２６０を
介して各種情報が制御部に提供されると説明したが、実施形態として、各種情報は直接制
御部１４０に提供される形態でも具現可能である。
【００３９】
　図３は、本発明の一実施形態による電子装置の回路図である。
【００４０】
　図３を参照すると、電子装置１００は、電池部２２０、電源制御部２３０、比較回路部
２４０、第１制御部１４１、及び第２制御部１４３で構成される。
【００４１】
　第１制御部１４１は、中央処理装置（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　Ｕｎｉｔ）、グラフィック処理装置（ＧＰＵ：Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）、又はグラフィック処理装置が内蔵された中央処理装置である。
【００４２】
　第１制御部１４１は、電子装置１００の動作モードを決定する。具体的に、第１制御部
１４１は、通常、電子装置１００が第１動作モードで作動するように制御し、高い負荷が
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必要な場合に選択的に電子装置１００が第２動作モードで作動するように制御し、負荷軽
減が必要な場合に選択的に電子装置１００が第３動作モードで作動するように制御する。
【００４３】
　このとき、第１制御部１４１は、電池部２２０及び入力部２１０の状態に基づいて、第
２動作モードへの切り替えを決定する。上述のように、第２動作モードで作動時には、ア
ダプタの電源及びバッテリの電源を同時に用いるハイブリッド電力システムとして電源を
受けるが、このとき、電池部２２０が電子装置１００に装着されていないか、又は電池部
２２０の充電容量が予め設定された量以下である場合には、アダプタの定格電力の超過が
発生しかねないため、第１制御部１４１は、電池部２２０が電子装置１００に装着されて
おり、電池部２２０の充電容量が予め設定された容量以上であり、入力部２１０を介して
ＤＣ電源が供給されている場合にのみ、電子装置１００の動作モードを第１動作モードか
ら第２動作モードに切り替わるようにする。電池部２２０及び入力部２１０の状態による
具体的な第１制御部１４１の動作状態について、図４に示している。
【００４４】
　第１制御部１４１は、高い負荷が必要な状況であると判断される場合にも、電池部２２
０が電子装置１００に装着されていないか、或いは装着されている場合でも、電池部２２
０の充電容量が予め設定された容量以下であり、入力部２１０を介してＤＣ電源が供給さ
れていない場合には、第２動作モードへの切り替えを制限する。
【００４５】
　第１制御部１４１は、高い負荷が必要な状態が終了するか、或いは第２動作モードへの
動作が予め設定された時間以上維持された場合に、電子装置１００の動作モードが、第２
動作モードから第１動作モードに切り替わるようにする。
【００４６】
　第１制御部１４１は、比較回路部２４０から第３動作モードへの切り替えが必要である
ことを報知する情報が入力されると、電子装置１００の動作モードが第３動作モードに切
り替わるようにする。ここで、第３動作モードは、第１動作モード時の第１制御部の性能
に比べておよそ７５％で作動させる動作モードである。
【００４７】
　第２制御部１４３は、電源制御部２３０から電池部及び入力部の状態に対する情報が入
力され、入力された電池部及び入力部の状態に対する情報を第１制御部１４１に提供する
。このような第２制御部１４３は、メインボードチップセット（Ｍａｉｎ　Ｂｏａｒｄ　
Ｃｈｉｐｓｅｔ）であり得る。
【００４８】
　電源制御部２３０は、アダプタ電流検知部２３１、充電電流検知部２３３、比較回路制
御部２３５、及びアダプタ制御部２３７で構成される。
【００４９】
　アダプタ電流検知部２３１は、入力部２１０を介して入力される電源の電流の大きさを
検知する。具体的に、アダプタ電流検知部２３１は、外部の抵抗を用いて入力部２１０を
介して入力される電源の電流値を検知する。検知された電流値は第２制御部１４３に提供
される。一方、本実施形態では、検知された電流値が第２制御部１４３に提供されるもの
として説明したが、実施形態として、検知された電流値が予め設定された範囲内か否かだ
けを第２制御部１４３に提供する形態で具現され得る。
【００５０】
　充電電流検知部２３３は、電池部２２０に供給される電流の大きさを検知する。具体的
に、充電電流検知部２３３は、電池部２２０に供給される電源の充電電流値を外部の抵抗
を用いて検知する。検知された充電電流値は第２制御部１４３に提供される。一方、本実
施形態では、検知された充電電流値が第２制御部１４３に提供されるものとして説明した
が、実施形態として、検知された充電電流値が予め設定された範囲内であるか否かだけを
第２制御部１４３に提供する形態で具現され得る。
【００５１】
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　比較回路制御部２３５は、アダプタから提供されたＩＤ情報に基づいてアダプタの定格
電力を判断し、定格電力に対応する定格電流を計算し、計算された定格電流に対応する基
準電圧が生成されるように、比較回路部２４０の第２電圧生成部２４２を制御する。本実
施形態では、アダプタからＩＤ情報を受けて、それを用いて基準電圧を調整するものとし
て説明したが、実施形態として、アダプタから直接定格電力又は定格電流の情報を受信す
る形態で具現され得、アダプタ電流検知部２３１で検知された電流に基づいて基準電圧を
調整する形態でも具現され得る。
【００５２】
　アダプタ制御部２３７は、アダプタからの入力電流を制限させる情報をアダプタに提供
する。具体的に、アダプタ制御部２３７は、ＤＡＣ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ａｄｍｉｎｉ
ｓｔｒａｔｏｒ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）ポートを用いてアダプタ１０からの入力電流が
制限されるようにする。
【００５３】
　比較回路部２４０は、アダプタからの入力電流が予め設定された電流値以上である場合
、それに対する情報を第１制御部１４１に直接ハードウェア方式で提供する。具体的に、
比較回路部２４０は、第１電圧生成部２４１、第２電圧生成部２４２、及び比較器２４３
で構成される。
【００５４】
　第１電圧生成部２４１は、入力部２１０を介して入力される電源の電流値に対応する電
圧値を生成する。具体的に、第１電圧生成部２４１は、アダプタ電流検知部２３１で検知
された電流の大きさに対応する電圧値を生成する。本実施形態では、アダプタ電流検知部
２３１で検知された電流の大きさを用いる例のみを説明したが、実施形態として、アダプ
タ電流検知部２３１に接続された抵抗の電圧値を直接用いる形態でも具現可能である。
【００５５】
　第２電圧生成部２４２は、予め設定された電流に対応する予め設定された基準電圧を生
成する。具体的に、第２電圧生成部２４２は、接続されたアダプタ１０の定格電力に対応
する電圧値を生成する。図示した例のように、直列接続された複数の抵抗ラインの左側に
別途のスイッチング素子及び抵抗２４４を用いて電圧値を変更する形態のみを示している
が、実施形態として、可変抵抗を用いることもでき、複数のスイッチング素子及び抵抗を
用いて電圧値を変更する形態でも具現可能である。
【００５６】
　比較器２４３は、第１電圧生成部２４１及び第２電圧生成部２４２のそれぞれの出力電
圧を比較し、比較結果を第１制御部１４１に提供する。具体的に、比較器２４３は、第１
電圧生成部２４１の出力電圧が第２電圧生成部２４２の出力電圧より大きい場合、アダプ
タ１０の定格電力より大きい電力を出力していると判断し、それに対する情報（ＰＲＯＣ
ＨＯＴ＃）を第１制御部１４１に提供する。
【００５７】
　このように、本実施形態では、ハードウェアで具現される別途の比較回路部を備えるた
め、１ｍＳ以内に瞬時に急変動するシステムの負荷変動に対応して迅速にシステムの負荷
を制限することができるようになる。このような本発明の効果については、図５を参照し
て以下で説明する。
【００５８】
　図５は、第２動作モードにおける動作時の従来の出力電圧と本実施形態による電子装置
の出力電圧との波形図である。具体的に、図５（ａ）は、従来の出力電圧であり、図５（
ｂ）は、本実施形態による電子装置の出力電圧の波形図である。図５（ａ）を参照すると
、従来はアダプタ定格を遥かに超過する８０Ｗのパワーが出力される。
【００５９】
　しかし、図５（ｂ）を参照すると、アダプタ定格を超過する状況が瞬時に発生する場合
であっても、比較回路部の動作によってアダプタの出力が６０Ｗに制限されることを確認
することができる。
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【００６０】
　図６は、本発明の一実施形態による電源供給方法を示すフローチャートである。
【００６１】
　図６を参照すると、先ず、電子装置１００は予め設定された第１熱設計消費電力で作動
する第１動作モードで駆動中である。
【００６２】
　第１動作モードで駆動時に電池部の状態を判断する（ステップＳ６１０）。具体的に、
電子装置１００に電池部が装着されているか、或いは電池部が装着されている場合に電池
部の充電容量が予め設定された容量以上であるかを判断する。
【００６３】
　次に、判断された電池部の状態に応じて動作モードを調整する（ステップＳ６２０）。
具体的に、電子装置１００の動作負荷が高いために第２動作モードに切り替わる必要があ
る場合、電池部が装着されており、電池部の充電容量が予め設定された容量以上である場
合にのみ、第２動作モードに切り替える。
【００６４】
　次に、入力部２１０を介して入力される電源の電流を検知する（ステップＳ６３０）。
【００６５】
　次に、検知された入力電流に基づいて動作モードを調整する（ステップＳ６４０）。具
体的に、検知された電流が予め設定された電流以上である場合、制御部が第１動作モード
の電力消費より低い電力を消費する第３動作モードに切り替える。
【００６６】
　図７は、図６の電源供給方法を具体的に示すフローチャートである。
【００６７】
　図７を参照すると、アダプタが接続されているか否かを判断する（ステップＳ７０５）
。
【００６８】
　アダプタが接続されていない場合（ステップＳ７０５のＮ）、電子装置１００は正常モ
ード（即ち、第１動作モード）で作動する（ステップＳ７１０）。このとき、電子装置１
００は、電池部２２０の電源を用いて駆動される。
【００６９】
　一方、アダプタが接続されている場合（ステップＳ７０５のＹ）、バッテリが装着され
ているか否かを判断し（ステップＳ７１５）、バッテリが装着されている場合（ステップ
Ｓ７１５のＹ）、バッテリの充電容量以上であるか否かを判断する（ステップＳ７２０）
。
【００７０】
　バッテリが装着されておらず、バッテリの充電容量が予め設定された容量未満である場
合（ステップＳ７１５のＮ、ステップＳ７２０のＮ）には、ハイブリッド電力システムに
よる電力供給がなされないように設定する（ステップＳ７５０）。
【００７１】
　一方、予め設定された容量以上が充電されたバッテリが装着されている場合には、シス
テムの消費電力がアダプタの消費電力以下であるか否かを判断し（ステップＳ７２５）、
システムの消費電力がアダプタの消費電力以下である場合（ステップＳ７２５のＹ）、ハ
イブリッド電力システムによる電力供給をする（ステップＳ７３５）。即ち、第２動作モ
ードで作動する。
【００７２】
　次に、第２動作モードに切り替わると、第２動作モードの動作が予め設定された時間以
上維持されているか否かを判断し（ステップＳ７４０）、予め設定された時間以上維持さ
れている場合、第２動作モードから第１動作モードに切り替わるようにする警告メッセー
ジを表示する（ステップＳ７４５）。
【００７３】
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　一方、ハイブリッド電力システムによる電力供給がなされないように設定されている場
合にも、システムの消費電力がアダプタの消費電力以下であるか否かを判断し（ステップ
Ｓ７５３）、システムの消費電力がアダプタの定格電力以下である場合には、通常モード
で作動するように設定する（ステップＳ７６５）。
【００７４】
　一方、システムの消費電力がアダプタの定格電力以上である場合には、第３動作モード
に切り替わるように、Ｐｒｏｃｈｏｔ＃を作動させる（ステップＳ７６０）。
【００７５】
　このように、本実施形態による電子装置の駆動制御方法は、安定的に電子装置１００に
電源を供給することができ、比較的に簡単な回路構成を用いて瞬時に急変動するシステム
の負荷変動に対しても容易に対処することができるようになる。図６及び図７のような電
子装置の駆動制御方法は、図１の構成を有する電子装置上で実行され得、その他の構成を
有する電子装置上で実行され得る。
【００７６】
　以上、図面を参照しながら本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明は、上
述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的範囲から逸脱しない範囲内で多
様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００７７】
　１０　　アダプタ
　１００　　電子装置
　１１０　　通信インターフェース部
　１２０　　保存部
　１３０　　ユーザインターフェース部
　１４０　　制御部
　１４１　　第１制御部
　１４３　　第２制御部
　２００　　電源部
　２１０　　入力部
　２２０　　電池部
　２３０　　電源制御部
　２３１　　アダプタ電流検知部
　２３３　　充電電流検知部
　２３５　　比較回路制御部
　２３７　　アダプタ制御部
　２４０　　比較回路部
　２４１　　第１電圧生成部
　２４２　　第２電圧生成部
　２４３　　比較器
　２４４　　スイッチング素子及び抵抗
　２５０　　第１出力部
　２６０　　第２出力部
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